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1. 本研究の背景・目的 

近年、高速交通体系を巡り、高速道路の無料化が検討

されている。高速道路無料化には移動費用の低下に伴い、

旅行・観光関連の消費増といった経済効果が期待されて

いる。その一方で、道路交通の混雑や、物流への影響、

環境への影響、等が懸念されている。他の交通機関であ

る鉄道や航空への影響も無視できない問題である。 
また、北海道は広大な土地となっており、都市間距離

が長い。また積雪寒冷地域であるため、高速道路無料化

による北海道への影響は、他地域と比べても大きいもの

であると推測される。 
このような背景の中で現在、高速道路無料化の経済効

果について正確な試算が必要とされている。これまで道

路評価に関しては、費用便益分析マニュアルが用いられ

てきた。費用便益分析マニュアルでは、時間短縮便益に

重点がおかれ、企業や世帯から見た便益を考慮していな

いというような問題点がある。直接的に道路利用者のみ

が便益を享受すると考える発生ベース便益ではなく、財

の流通コスト低下を通じて、間接的に家計が便益を享受

すると考える帰着ベース便益の考え方が、無料化効果を

推計するにあたって、極めて重要である。そこで、直接

効果だけではなく、間接効果で便益を推計するためには

一般均衡分析を用いる必要がある。 
本研究では、高速道路の無料化がもたらす北海道全体

への影響を多地域応用一般均衡分析により表現し、定量

的にその効果を把握することを目的とする。 

 

2. 既存研究のレビュー 

筆者１)は、北海道における高規格道路整備による効果

を、多地域応用一般均衡モデルを用いて推計した。この

際、対象として北海道全体という広い地域、手法として

間接効果を求めるため一般均衡モデルを用いた。 
特徴としては、時間効果ではなく間接的な経済効果で

道路整備効果を測っている点が挙げられる。 
問題点としては、自動車以外の他の交通機関について

取り扱っていない点、地域ごとの人口の現状再現性がま

だ不十分な点、などが挙げられる。また、北海道に適し

たパラメータの再推計が必要である。 
本研究では、この既存研究を基にモデルの再構築を行

っていく。 
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図-1 多地域応用一般均衡分析 

 

 

図-2 対象圏域と地域区分 

 

3. 研究の概要 

本研究では、多くの財を含む市場全体における価格と

需給・供給量の同時決定問題を扱うため、多地域一般均

衡モデルを適用する。図-1 に分析のフローを示す。ま

ず、利用者均衡配分によって、交通量配分を行う。そこ

から求めた地域間移動時間と、人口等の実データを入力

データとして、一般均衡分析を行う。また、交通量配分

結果から各交通機関への影響も推計する。 
対象圏域（図-2）は北海道地方全体とし、いくつかの

小地域（本研究では 14 支庁）に分割する。 
高速道路利用料金が有料時と無料時、それぞれ一般均

衡分析を行い、それぞれの地域ごとに無料化前後の便益

を求め、考察する。 
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4. 多地域応用一般均衡モデル 

4.1 モデルの概要 

多地域応用一般均衡分析 2)では、世帯及び企業の立地

行動と、財市場、資本市場、土地市場の均衡を記述する。

そして、空間的価格均衡を通じて、地域的交易のパター

ンが決まる。モデルにおける基本仮定を以下に列挙する。 
①すべての地域は交通ネットワークにより結ばれている。 
②企業と労働者世帯は地域間を自由に、コストをかけず

に移動できる。 
③対象圏域（本研究では北海道全体）における総人口は

固定されている。 
④土地は世帯の住宅のために用いられる。各地域によっ

て利用可能な土地面積は限られている。 
⑤生産のための投入要素は労働と資本であり、中間投入

は無視する。 
⑥対象圏域内の地域相互の交易財の輸送にはその財その

ものを投入する。すなわち、一単位の財を単位時間輸送

するために、その財を一定量消費する。 
⑦対象圏域に居住する世帯は、同量の資本を所有してい

る。 
⑧対象圏域の外（国内、国外とも）との間で資本及び財

の流出入は自由である。 

 

4.2 企業の行動 

企業の生産関数を次のように一次同次のコブ・ダグラ

ス型に特定化する。 
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業 m の生産額、労働投入、資本投入であり、
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はパラメータである。 )( i
m NG は、集積の経済効果を

表す関数であり、次のように特定化される。 
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ここに
mσ はパラメータであり、 10 ≤≤ mσ の範囲に

ある。このとき、企業の利潤最大化行動により、次のよ

うに各投入要素に対する需要が求められる。 
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ここに、
m
iq は地域 i における財 m の出荷価格

（f.o.b.）であり、 iw と r は、それぞれ、労働者の賃金

と資本の賃貸料である。資本は対象圏域内外を問わず自

由に移動できると仮定する。したがって資本のコストは、

どの地域においても等しくなる。 
 

 

 

 

 

4.3 世帯の行動 

各世帯は、財の消費と住宅水準に依存する効用を最大

化するように行動する。世帯の効用関数は、次のように

定式化される。 
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ここに
m
ix は地域 i に住む一世帯による財m の消費量で

ある。
mβα , はパラメータである。また世帯の所得制

約は、次のようになる。 
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ここに、
m
ip は、地域 i における財 m の消費者価格

（c.i.f.）であり、
h
ip は住宅地の地代である。左辺の第

2 項は、各世帯が地域内に所有する土地からの収入であ

る。効用最大化の条件により、次の式が導かれる。 
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4.4 地域間の交易 

地域間の交易パターンは、地域ごとの財価格と輸送費

によって決定される。各地域の需要者は c.i.f.価格（生

産地価格＋輸送費）が最小となる生産地を購入先として

選ぶと考える。 j に住む需要者が生産地 i を財の購入先

として選ぶ確率、
m
ijs は次式によって与えられる。 
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ここに
mω は一単位の財 m を単位時間輸送するために

用いられる財の量、 ijt はネットワークにおける地域

ji, 間の最短時間である。上の確率を用いると、地域

ji, 間の財の交易量、すなわち地域 i で生産され、地域

j で需要される財 m の量
m
ijz は次のように求められる。 
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ここに、
mμ は外生的に与えられる移輸入係数（対象地

域における総需要のうち、対象地域外及び、国外から移

輸入する量の比率）であり、
m
jE は、地域 j から対象

圏域の外に移輸出される財m の量である。 
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4.5 市場均衡 

このモデルの経済システムの均衡条件は以下のように

定義される。 

労働市場： 　i

M

m
i NL =∑

=1
                    (11) 

財市場（需要地）： 

　∑
=

=+−
I

i

m
ij

m
j

mm
jj zExN

1
)1( μ           (12) 

財市場（生産地）： 

　)1(
1

ij
m

I

j

m
ij

m
i tzy ω+= ∑

=
              (13) 

経常収支均衡： 
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世帯の立地均衡： 

*21 ),,,,( uxxxhU M
iiii =K              (15) 

 

外生変数 

I ：地域の数 

M ：産業部門の数 

ijt ：ネットワークにおける地域 ji, 間の最短時間 

iH ：地域 i における宅地面積 

K ：対象圏域の世帯が所有する資本の総量 
mω ：一単位の財m を単位時間輸送するために用いら

れる財の量 
mμ ：移輸入係数 
m
jE ：地域 j にある移輸出ノードから対象圏域の外に

移輸出される財m の量 

内生変数 

iN ：地域 i の人口 
m
iy ：地域 i における産業m の生産額 
m
iL ：地域 i における産業m の労働投入 
m
iK ：地域 i における産業m の資本投入 

m
iq ：地域 i における財m の出荷価格 .)..( bof  

r ：資本の賃貸料 
m
ix ：地域 i に住む世帯による財m の消費量 
m
ip ：地域 i における財m の消費者価格 .)..( fic  
m
ijz ：地域 i で生産され地域 j で需要される財 m の量、

すなわち地域 ji, 間の財の交易量 
*u ：均衡時に達成される世帯の効用水準 

5. 利用者均衡配分 

5.1 利用者均衡配分の概要 

多地域一般均衡分析では、地域間移動時間を推計する

必要がある。ここでは、高速道路利用料金有料時、無料

時、二つの分析条件について、利用者均衡配分を適用し、

地域間移動時間の推計を行う。 
また、利用者均衡配分とは、利用者が自己の経路選択

行動を最適化した結果到達する均衡状態を表すものであ

る。すべての利用者は常に走行時間最小化という同一の

評価基準に基づいて行動し、かつその走行時間情報は完

全に正しいということが前提である。すなわち、均衡状

態においては、もはやどの利用者も経路を変更すること

によって自己の走行時間をそれ以上短縮することはでき

ない、ということができる。 
利用者均衡配分は以下のように定式化される 
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at ：リンク a の走行時間 

ax ：リンク a の交通量 

A ：リンクの集合   Ω：OD ペアの集合 

rsK ：OD ペア rs間の経路集合 
rs

ka,δ ：OD ペア rs 間の k 番目経路がリンク a を含むと

き 1、それ以外のときに 0 をとる変数 
rs
kf ： OD ペア rs間の k 番目経路の経路交通量 

rsQ ：OD ペア rs 間の分布交通量 
 
5.2 料金考慮について 

本研究では、有料リンク利用料金について、以下の式

(20)で走行時間を定義する。これはリンクの BPR 関数

に基づいている。 
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at ：リンク a の走行時間 

ax ：リンク a の交通量 

0at ：リンク a の自由走行時間 

ac ：リンク a の交通容量 

βα , ：パラメータ 

T ：固定料金（ターミナルチャージ） 

p ：可変料金 

τ ：時間価値 
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5.3 対象路線 

図-3、図-4 に、利用者均衡配分の対象路線図を示す。

まずは道路リンクのみで配分を行い、それを元に全リン

ク（道路リンク、鉄道リンク、航路リンク）において、

配分を行う。全リンク数 7252、全ノード数 5829 となっ

ている。  

 

5.4 道路リンクのみの地域間移動時間 

 表-1、表-2 に無料化前後の地域間移動時間（道路リン

クのみ）推計結果を示す。有料時に高速道路を利用する

場合、実際には料金分の時間が差し引かれるため、表記

の時間より早く地域間を移動できる。 
 
6. 北海道地方を対象としたモデルの構築 

 本研究では、北海道地方を 14 支庁に分割し、それぞ

れの地域は、中心都市とその周辺市町村から成る都市圏

として取り扱う。そして、各都市圏は日常的な生活圏と

して完結しており、一つの労働市場と、各種の財につい

て一つの市場が形成されているものとする。 
 第 4 章では、モデルの理論的定式化の段階での仮定に

ついて述べたが、北海道地方のような実際の都市システ

ムにモデルを適用するためには、さらにいくつかの応用

上の仮定が必要となる。それらは次に述べるようなもの

である。 
(1)農林水産業、鉱業は、土地や天然資源の存在に依存

するので、それらの立地をモデルによって求めることは

せず、地域別生産量は外生的に与えることとする。また

公務についても、その立地は市場原理ではなく政策的に

決定されるので、地域別生産量を外生的に与える。 
(2)域外への移輸出は、関東以南、東北、国外という 3
方面に集約する。関東以南へは苫小牧、東北へは函館、

国外へは千歳の各地域が、それぞれの移輸出ノードであ

ると仮定する。 
(3)各世帯の規模はすべて等しく、就業者が一人ずつ居

るものと仮定する。したがって、各世帯の労働供給は世

帯数と等しくなる。人口分布は各地域の就業者数（世帯

数）を北海道地方の平均就業率で割ることにより求める。 
 
7. 今後の課題 

今後は、より具体的なモデル構築を進める。以下にそ

の内容を示す。 

・ 鉄道・航空も含めた利用者均衡配分 

・ データの収集、パラメータ推定 

・ 一般均衡モデルの改善 

・ 無料化による便益を推計 
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図-3 対象路線（道路リンク） 
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図-4 対象路線（全リンク） 

 

表-1 有料時の地域間移動時間（道路リンクのみ） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

石狩 渡島 檜山 後志 空知 上川 留萌 宗谷 網走 胆振 日高 十勝 釧路 根室

1 石狩 30.0 327.5 305.6 128.5 60.6 178.2 166.7 373.5 399.5 166.4 205.8 273.5 427.2 569.9

2 渡島 327.5 30.0 91.0 226.1 386.3 502.5 485.8 692.8 723.4 239.3 454.5 537.1 689.8 833.6

3 檜山 305.6 91.0 30.0 205.3 365.4 483.2 465.0 672.0 702.5 218.4 433.7 516.3 669.0 812.7

4 後志 128.5 226.1 205.3 30.0 186.4 301.7 274.0 481.0 524.3 115.8 267.2 349.8 502.5 646.2

5 空知 60.6 386.3 365.4 186.4 30.0 126.6 126.6 329.3 345.9 191.3 214.7 230.7 382.8 513.8

6 上川 178.2 502.5 483.2 301.7 126.6 30.0 94.3 282.8 234.5 312.1 316.8 219.3 329.4 410.5

7 留萌 166.7 485.8 465.0 274.0 126.6 94.3 30.0 207.0 319.3 312.1 335.4 277.5 414.1 495.3

8 宗谷 373.5 692.8 672.0 481.0 329.3 282.8 207.0 30.0 379.4 514.8 538.1 446.6 524.6 575.1

9 網走 399.5 723.4 702.5 524.3 345.9 234.5 319.3 379.4 30.0 513.8 349.1 221.4 175.8 206.4

10 胆振 166.4 239.3 218.4 115.8 191.3 312.1 312.1 514.8 513.8 30.0 236.9 319.5 472.2 616.0

11 日高 205.8 454.5 433.7 267.2 214.7 316.8 335.4 538.1 349.1 236.9 30.0 166.0 240.0 385.1

12 十勝 273.5 537.1 516.3 349.8 230.7 219.3 277.5 446.6 221.4 319.5 166.0 30.0 156.0 301.2

13 釧路 427.2 689.8 669.0 502.5 382.8 329.4 414.1 524.6 175.8 472.2 240.0 156.0 30.0 145.1

14 根室 569.9 833.6 812.7 646.2 513.8 410.5 495.3 575.1 206.4 616.0 385.1 301.2 145.1 30.0  

 

表-2 無料時の地域間移動時間（道路リンクのみ） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

石狩 渡島 檜山 後志 空知 上川 留萌 宗谷 網走 胆振 日高 十勝 釧路 根室

1 石狩 30.0 257.2 242.3 120.8 38.2 106.8 120.4 323.1 312.3 103.3 183.1 227.1 365.7 488.3

2 渡島 257.2 30.0 91.0 188.3 271.6 339.0 353.7 556.5 545.4 182.6 352.1 410.8 548.8 679.0

3 檜山 242.3 91.0 30.0 174.4 257.7 326.1 339.8 542.5 531.5 168.7 338.1 396.9 534.9 665.1

4 後志 120.8 188.3 174.4 30.0 147.2 215.8 229.2 432.0 420.9 104.3 253.5 312.3 450.2 580.4

5 空知 38.2 271.6 257.7 147.2 30.0 79.4 93.1 295.9 284.8 117.4 197.5 204.1 342.0 460.8

6 上川 106.8 339.0 326.1 215.8 79.4 30.0 87.6 262.5 227.8 186.0 266.1 194.2 322.6 403.8

7 留萌 120.4 353.7 339.8 229.2 93.1 87.6 30.0 206.7 292.9 199.6 279.7 243.3 381.2 469.0

8 宗谷 323.1 556.5 542.5 432.0 295.9 262.5 206.7 30.0 379.3 402.3 482.4 431.2 524.5 575.1

9 網走 312.3 545.4 531.5 420.9 284.8 227.8 292.9 379.3 30.0 391.4 329.8 195.2 175.8 206.4

10 胆振 103.3 182.6 168.7 104.3 117.4 186.0 199.6 402.3 391.4 30.0 198.2 256.9 394.9 525.1

11 日高 183.1 352.1 338.1 253.5 197.5 266.1 279.7 482.4 329.8 198.2 30.0 165.8 238.8 384.0

12 十勝 227.1 410.8 396.9 312.3 204.1 194.2 243.3 431.2 195.2 256.9 165.8 30.0 152.6 297.8

13 釧路 365.7 548.8 534.9 450.2 342.0 322.6 381.2 524.5 175.8 394.9 238.8 152.6 30.0 145.1

14 根室 488.3 679.0 665.1 580.4 460.8 403.8 469.0 575.1 206.4 525.1 384.0 297.8 145.1 30.0  

平成21年度　土木学会北海道支部　論文報告集　第66号



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


